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(百万円未満切捨て)

１．平成29年12月期第１四半期の業績（平成29年１月１日～平成29年3月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第１四半期 2,758 0.3 683 34.2 688 32.1 469 40.0

28年12月期第１四半期 2,750 △0.3 509 16.1 521 15.5 335 19.9
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年12月期第１四半期 20.45 －

28年12月期第１四半期 14.60 －

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年12月期第１四半期 13,216 10,728 81.2

28年12月期 15,072 11,753 78.0

(参考)自己資本 29年12月期第１四半期 10,728 百万円 　28年12月期 11,753 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 － 26.00 － 65.00 91.00

29年12月期 －

29年12月期(予想) 35.00 － 36.00 71.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成29年12月期の業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,641 △6.7 1,170 △1.6 1,169 △3.3 787 1.0 34.30

通期 11,960 △6.6 2,421 △24.3 2,417 △24.4 1,628 △21.8 70.95

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料５ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記 （３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年12月期１Ｑ 22,975,189株 28年12月期 22,975,189株

② 期末自己株式数 29年12月期１Ｑ 17,310株 28年12月期 17,310株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期１Ｑ 22,957,879株 28年12月期１Ｑ 22,957,983株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因

により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ

いては、四半期決算短信【添付資料】２ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報 （3）業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善により緩やかな回復基調が見られまし

た。一方、海外では英国のEU離脱や米国新政権の政策運営の懸念、新興国経済の成長鈍化など、景気の先行きは

不透明な状況にあります。

自動車業界におきましては小型・ハイブリッドの低燃費車並びに軽自動車が消費者からの根強い支持を集めて

おりますが、原油価格の上昇や為替の急激な変動等、経営環境は依然として厳しい状況が継続しております。

このような市場環境の下、自動車用潤滑油の販売面では、当社の強みであり消費者の関心も高い環境配慮型の

低粘度・省燃費のプレミアムオイル、オートマチックミッション用オイルの積極的な拡販に引き続き焦点を当て

ました。当社の旗艦製品である「カストロールエッジ」ブランドの高品質・高性能のアピール、そして、２月に

は今後本格化が想定されている0W-16粘度に対する需要に応えるべく、小売り販売網向けに「カストロールエッ

ジ0W-16」および「カストロールマグナテックハイブリッド0W-16」の２製品を新たに発売いたしました。ディー

ラー向け専用エンジンオイル・トランスミッションオイル製品においては、「CO ₂ ニュートラル」コンセプトを

通じ、環境保全への取り組みなども紹介しながら、引き続き製品付加価値の訴求に取り組みました。また、オイ

ル交換時に手軽にエンジン内部を洗浄できるという特長を持つエンジンシャンプーを中心とした、エンジンオイ

ル関連製品の拡販にも注力いたしました。

これらの結果、当第１四半期累計期間における当社の売上高は2,758百万円、営業利益は683百万円、経常利益

は688百万円、四半期純利益は469百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

(流動資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は、12,495百万円（前事業年度末は14,342百万円）となり、

1,847百万円減少いたしました。これは、主に受取手形及び売掛金（742百万円の減少）及び短期貸付金（1,049

百万円の減少）によるものです。（なお、貸付金の内容は、BPグループのインハウス・バンクを運営しているビ

ーピー・インターナショナル・リミテッドに対するものであります。）

(固定資産）

当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は、721百万円(前事業年度末は730百万円）となり、８百万

円減少いたしました。これは、主に有形固定資産（９百万円の減少）によるものです。

(流動負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は、2,368百万円（前事業年度末は3,198百万円）となり、

830百万円減少いたしました。これは、主に買掛金（275百万円の減少）及び未払法人税等（521百万円の減少）

によるものです。

(固定負債）

当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は、119百万円（前事業年度末は120百万円）となり、１百万

円減少いたしました。

(純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、10,728百万円（前事業年度末は11,753百万円）となり、

1,024百万円減少いたしました。これは、主に利益剰余金が四半期純利益により469百万円増加し、剰余金の配当

により1,492百万円減少したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年12月期の業績予想につきましては、平成29年２月３日公表の業績予想に変更はございません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年12月31日)

当第１四半期会計期間
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 205,989 184,582

受取手形及び売掛金 2,471,202 1,728,559

商品及び製品 597,476 554,545

原材料及び貯蔵品 28,161 25,787

前払費用 21,495 34,822

繰延税金資産 253,363 253,363

短期貸付金 10,184,853 9,135,579

未収入金 572,492 563,034

その他 7,781 14,937

流動資産合計 14,342,816 12,495,212

固定資産

有形固定資産 187,797 178,117

無形固定資産 55,093 48,425

投資その他の資産 487,137 494,607

固定資産合計 730,028 721,150

資産合計 15,072,844 13,216,363

負債の部

流動負債

買掛金 875,300 599,899

未払金 889,482 727,234

未払費用 535,093 642,574

未払法人税等 762,015 240,312

預り金 10,603 116,976

賞与引当金 116,276 40,446

その他 10,002 945

流動負債合計 3,198,774 2,368,389

固定負債

繰延税金負債 97,917 96,947

その他 23,031 22,830

固定負債合計 120,948 119,778

負債合計 3,319,722 2,488,168

純資産の部

株主資本

資本金 1,491,350 1,491,350

資本剰余金 1,749,600 1,749,600

利益剰余金 8,504,443 7,481,713

自己株式 △6,742 △6,742

株主資本合計 11,738,650 10,715,920

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,471 12,274

評価・換算差額等合計 14,471 12,274

純資産合計 11,753,121 10,728,194

負債純資産合計 15,072,844 13,216,363
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 2,750,092 2,758,080

売上原価 1,341,241 1,205,819

売上総利益 1,408,851 1,552,261

販売費及び一般管理費 899,650 869,131

営業利益 509,200 683,129

営業外収益

受取利息 3,819 3,639

受取手数料 2,615 3,379

受取補償金 554 885

為替差益 10,672 3,836

その他 349 186

営業外収益合計 18,011 11,926

営業外費用

売上割引 5,971 6,273

営業外費用合計 5,971 6,273

経常利益 521,240 688,782

特別損失

固定資産除却損 － 21

特別退職金 6,340 －

特別損失合計 6,340 21

税引前四半期純利益 514,900 688,761

法人税等 179,570 219,229

四半期純利益 335,329 469,531
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期会計期間から適用しております。
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